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時　間　午前９時～午後５時３０分
　　　　（最終日は午前１２時まで）
ところ　山村開発センター（日野町根雨）
入場料　無料

　

日
野
町
（
旧
黒
坂
村
）
出
身
の
山
岳
写
真
家
、
故
田
淵
行
男
さ
ん
の
作
品
展
を
６
月　
13

日
（
日
）
か
ら　

日
（
土
）
ま
で
、
日
野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
す
。

26

田
淵
さ
ん
は
、
山
岳
写
真
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
。
ま
た
、
高
山 
蝶 
の
研
究
家
と
し
て

ち
ょ
う

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
年
の
６
月
に
生
誕
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
生
誕
の
地

で
あ
る
日
野
町
で
の
展
覧
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
田
淵
さ
ん
が
撮
影
し
た
山
岳
写
真
や
本
物
の
美
し
さ
を
持
っ
た

高
山 
蝶 
の
精
密
画
、
研
究
道
具
な
ど
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

ち
ょ
う

２～５ページの写真は田淵行男記念館所蔵



3 広報ひの

暮れゆく常念　１９７３（昭和４８）年１０月撮影（モノクロ写真）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く



月　

日
か
ら　

日
の
間
、

13

26

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、

山
岳
写
真
の
第
一
人
者
、
故
田
淵

行
男
さ
ん
の
作
品
展
を
開
き
ま
す
。

　

田
淵
さ
ん
は
、
日
野
町
（
旧
黒

坂
村
）
出
身
で
明
治　

年
に
黒
坂

38

に
誕
生
、
小
学
４
年
生
ま
で
黒
坂

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
・
筑
波

大
学
）
を
卒
業
し
て
教
職
に
。
昭

和　

年
、
長
野
県
安
曇
野
に
疎
開

20
し
、
高
山
蝶
の
研
究
や
山
岳
写
真

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は
、
豊
科
町
（
長

36

野
県
）
に
居
を
移
し
、
生
涯
を
そ

の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
、
同
町
名
誉
町
民
第

59

１
号
と
な
り
、
没
後
、
記
念
館（
約

７
万
３
千
点
を
収
蔵
）
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
展
は
、

田
淵
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
周
年

（
来
年
６
月
）
を
記
念
し
て
「
生
誕

の
地
で
あ
る
日
野
町
で
作
品
展
を

開
き
た
い
」
と
、
長
野
県
豊
科
町

の
申
し
出
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

淵
行
男
さ
ん
は
、
山
岳
写

真
に
お
い
て
日
本
の
第
一

人
者
で
あ
り
、
高
山
蝶
の
研
究
家

と
し
て
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
著
書
、
写
真
集
は　

冊
を

30

超
え
ま
す
。

　

界
的
な
高
山
蝶
の
研
究
家

の
田
淵
さ
ん
は
、
日
本
ア

ル
プ
ス
に
生
息
す
る
高
山
蝶
に
つ

い
て　

年
の
歳
月
を
か
け
て
そ
の

34

生
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
細
密
画
は
、
本
物
の
美
し

さ
を
持
っ
た
図
鑑
を
作
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
取
り
組
み
、
直
筆
の

蝶
画
は
細
部
ま
で
忠
実
に
描
か
れ
、

生
き
い
き
と
し
て
魅
力
的
で
す
。

岳
写
真
に
つ
い
て
も
我
が

国
の
第
一
人
者
で
、
長
野

県
へ
の
疎
開
を
き
っ
か
け
に
、
北

ア
ル
プ
ス
と
安
曇
野
を
中
心
に
山

岳
写
真
を
撮
り
続
け
、　

冊
を
超

20

え
る
写
真
集
を
出
版
し
ま
し
た
。

　

田
淵
さ
ん
は
、
い
つ
も
愛
用
の

ピ
ッ
ケ
ル
を
手
に
「
山
の
写
真
は

こ
れ
で
な
け
れ
ば
写
さ
な
い
」
と

い
う
こ
だ
わ
り
の
カ
メ
ラ
と
、
自

分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
特
注
の
黄
色

い
テ
ン
ト
を
担
い
で
山
々
を
歩
き

回
り
、
納
得
い
く
ま
で
自
然
の
中

で
山
を
眺
め
、
作
品
づ
く
り
に
没

頭
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も 
常
念
岳 
（
２
８
５
７

じ
ょ
う
ね
ん
だ
け

㍍
）
へ
の
登
行
は
２
０
６
回
を
数

え
ま
す
。

　

山
岳
写
真
は
、
自
然
の
あ
る
べ

き
姿
を
問
い
続
け
、
被
写
体
と
一

体
に
な
っ
た
と
き
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
と
い
う
厳
し
い
姿
勢
と
芸

術
性
の
高
い
撮
影
方
法
は
、
他
に

類
が
な
く
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。回

、
日
野
町
で
開
か
れ
る

作
品
展
は
、
山
岳
写
真
や

直
筆
の
高
山
蝶
細
密
画
、
研
究
道

具
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

初
日
の
６
月　

日
に
は
、
田
淵
行

13

男
記
念
館
赤
羽
行
雄
館
長
の
講
演
、

田
淵
さ
ん
の
直
弟
子
で
カ
メ
ラ
マ

ン
水
越
武
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
も
行
い
ま
す
。

　

田
淵
さ
ん
の
作
品
は
、
一
点
一

点
に
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
１
３
０
０
）

72
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　明治 38 年、黒坂村（現日野町）で生

まれ、東京高等師範学校（現・筑波大学）

を卒業し教職に就く。昭和 20 年に長野

県安曇野に疎開し、高山蝶の生態研究・

撮影に取り組む。昭和 36 年、豊科町に

居を移し生涯をその地でおくる。昭和

59 年に同町の名誉町民第１号になり、

没後、平成２年に田淵行男記念館が開館。

年間を通じて多くの自然愛好者が訪れ

ている。日本各地の山岳写真やエッセ

イ集など生涯で 37 冊もの著作を発表。

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き

田淵行男  たぶちゆきお（1905 ～ 1989）

精密に描かれた直筆の蝶

ミヤマカラスアゲハ

６

田

世

山

今

自然のあるべき姿を追い続けた田淵さん
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細密画　オオルリシジミ

愛用のカメラとピッケル

槍が 蒼然 と暮れてゆく
そうぜん

穂先だけに残照の紅をとどめて

その時　突然左の肩に白い光が走った

月だ

その日の満月は

左の稜線をはい登って

正しく頂上から沖天に躍り出した

私の 40 年の山旅で巡りあった

最高の時刻

最上のショー

大自然の絶妙な演技に

心の中で拍手 喝采 を送りながら
かっさい

私はシャッターを押しつづけた

その日

1966.7.31

その時

午後　7.14

その所

 樅沢岳 頂上
もみさわだけ

槍に昇る月（ 樅沢 ）
もみさわ

田淵行男作品集 Vol.1 より

静日（黒斑山の中腹より）
　

　百八十ミリのレンズでは、
この広い山体を包括するに
は引きが足りないので、反
対側の急な黒斑山の中腹ま
でよじ登って三脚を据える。
 烈 しい西風に噴煙が絶えず
はげ

 吹拂 わ れ て い る の で、
ふきはら

シャッターを握ったまま一
時間近くもチャンスを待っ
た。しかしできたものを比
較してみると、自分が望ん
だ高く噴煙が立登ったもの
より、この方が真実性が
あってよかったと思う。自
然の描写はいつでも真実に
忠実であるべき事をつくづ
く教えられた作品である。
解説：田淵行男
撮影：1940 年（モノクロ写真）
           田淵行男作品集 Vol.1 より

　 　夏の剣　立山　1942 年（モノクロ写真）
　　　　　　　　田淵行男作品集 Vol.1 より

カラー写真
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消
防
団
員
の
技
術
の
向
上
、
消

防
活
動
の
充
実
を
図
ろ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
の
予
選
（
西
部
大
会
へ
の
出
場

予
選
）
を
兼
ね
て
、
町
消
防
団
（
宮

脇
光
男
団
長
）
が
、
４
月　

日
、

25

町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
を
日

野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
消
火
活
動
の
正
確

さ
や
早
さ
な
ど
消
防
技
術
の
向
上

を
目
指
す
も
の
で
、
ポ
ン
プ
車
の

部
に
第
１
分
団
、
第
２
分
団
、
第

３
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

各
分
団
の
選
手
た
ち
は
、
指
揮

者
の
号
令
と
と
も
に
消
防
車
に
乗

り
込
み
、
後
方
を
確
認
し
下
車
。

ホ
ー
ス
を
連
結
し
て
火
点
（
目
標

物
）
に
放
水
す
る
な
ど
の
一
連
の

動
作
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
所
要
時
間
の
ほ
か
に

士
気
や
迅
速
な
行
動
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て

も
厳
し
く
採
点
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
第
１
分
団
が

１
位
に
な
り
、
県
西
部
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
（
７
月
４
日
、
米
子

市
）
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
、
第
１
分

団
の
出
場
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ

の
日
は
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

操
法
大
会
は
、
西
部
大
会
で
上

位
に
入
賞
す
る
と
県
大
会
の
出
場

権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
操
法
大
会
は
、
ポ
ン
プ
車

の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
が
あ
り
、

今
年
の
全
国
大
会
は
小
型
ポ
ン
プ

の
部
が
開
か
れ
ま
す
。

　

県
大
会
に
出
場
し
、
優
勝
す
る

と
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
と

あ
っ
て
、
宮
脇
団
長
は
審
査
会
後

「
特
に
小
型
ポ
ン
プ
は
、
全
国
大

会
に
出
場
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」
と
団
員
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

町
消
防
団
員
は
、
ま
ち
の
財
産
、

生
命
を
守
ろ
う
と
、
仕
事
を
そ
れ

ぞ
れ
が
持
ち
な
が
ら
も
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
、
夜
間
訓
練
を
す

る
な
ど
日
々
努
力
し
て
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
技
術
向
上
や
消
防
活
動
の
充
実
を
図
ろ
う
と
、
４
月　

日
、
町
消
防
ポ

25

ン
プ
操
法
審
査
会
が
、
日
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
１
位
に
な
っ
た
第
１
分
団
と
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
第
１
分
団
が
、
７
月
４
日
に
開
か
れ
る
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
米
子

市
）
に
ま
ち
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

号令前に気を引き締める団員

すばやく火点に向けて放水

ホ
ー
ス
を
担
い
で
全
速
力
で
延
ば
す

　
　

後
方
の
安
全
を
確
認
し
て
下
車

町消防団
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緑
の
季
節
を
迎
え
た
４

月　

日
、
大
山
隠
岐
国
立

29

公
園
の
宝
仏
山
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

み
ど
り
の
日
（
祝
日
）
の
恒
例

行
事
に
な
っ
た
山
開
き
に
は
、
県

内
外
か
ら
約　

人
が
参
加
。
標
高

70

１
０
０
５
㍍

の
山
頂
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
登
山
道
入
口
の
町

歴
史
民
俗
資
料
館
前
に
集
ま
り
、

登
山
の
安
全
祈
願
を
し
た
後
に
出

発
し
ま
し
た
。

林
を
通
り
抜
け
、
約　

分
40

で 
小
平 
を
通
過
。
ク
ヌ

こ
な
る

ギ
や
ブ
ナ
の
林
を
通
り
抜
け
、 

大 お
お

 
平 
を
過
ぎ
る
と
景
色
が
開
け
て
き

な
るま

す
。
こ
の
時
季
に
は
珍
し
く
雪

化
粧
し
た
大
山
を
左
側
に
見
な
が

ら
歩
き
、
標
高
８
０
０
㍍

付
近
に

な
る
と
急
な
坂
道
が
続
き
ま
す
が
、

参
加
者
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ

く
り
と
登
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
頂
ま
で
の
道
の
り
は
、
高
低

差
８
０
０
㍍

の
約
３
㌔
。
早
い
人

は
約
２
時
間
で
登
っ
て
い
ま
し
た
。

　

岡
山
県
玉
野
市
か
ら
参
加
し
た

片
桐
弘
一
さ
ん
は
「
宝
仏
山
の
登

山
は
今
回
で
４
回
目
。
大
山
が
こ

ん
な
に
き
れ
い
に
見
え
た
の
は
初

め
て
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

仏
山
の
登
山
道
は
、
平
成

　

年
に
、
ま
ち
の
観
光
と

11

地
域
の
活
性
化
に
と
「
ご
う
ぎ
ん

す
ぎ
の
子
会
」（
冥
賀
宏
忠
会
長
）

の
会
員
ら
が
半
年
か
け
て
山
道
を

整
備
。
昨
年　

月
に
は
、
山
頂
に

10

記
念
碑
を
建
て
ま
し
た
。

　

宝
仏
山
は
、
古
く
か
ら
信
仰
の

山
と
し
て
知
ら
れ
、
平
成　

年
３

14

月
に
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
編
入

さ
れ
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
の
景
色

は
絶
景
で
、
東
に
毛
無
山
、
北
に

大
山
、
南
西
方
向
に
は
奥
日
野
の

山
並
み
が
見
え
ま
す
。

　

国
立
公
園
編
入
以
来
、
四
季
を

通
じ
て
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

新緑のシャワーを浴びながら自分のペースでゆっくりと山頂を目指す

新
津地橋から見た宝仏山

登山道には親切な案内板が

山頂の景色と空気は最高と一休み
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今
年
度
ま
ち
の
課
題
な
ど
を
説

明
す
る
平
成　

年
度
自
治
会
長
会

16

議
を
４
月　

日
、
役
場
庁
舎
で
開

19

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
梅
林
町
長
が
「
今
年

度
は
、
特
に
福
祉
や
教
育
を
重
点

に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
地
域

が
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
将
来
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
そ
の
後
、

各
担
当
課
が
連
絡
事
項
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

各
課
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課
よ
り

　

鳥
取
県
西
部
地
震
が
発
生
し
た

　

月
６
日
を「
日
野
町
防
災
の
日
」

10と
位
置
づ
け
、
今
年
も　

月
に
全

10

町
一
斉
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
会
の
自
主
防
災
の

組
織
化
や
充
実
に
向
け
て
取
り
組

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
、
遊
具
で
子
ど
も
が
ケ
ガ

を
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
遊
具
・
器
具
な
ど
の

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
自
治

会
な
ど
で
設
置
・
管
理
し
て
い
る

遊
具
に
つ
い
て
も
安
心
し
て
使
え

る
よ
う
再
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
振
興
課
よ
り

　

町
内
を
運
行
す
る
５
路
線
の
路

線
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
の
利
用
者
が
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
け

て
見
直
し
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
よ
り

　

６
月
か
ら　

月
ま
で
の
間
、
健

11

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
年
に
１

度
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

根
雨
保
育
所
と
日
野
保
育
所
を

４
月
１
日
に
統
合
し
ま
し
た
。
今

年
度
中
に
津
地
の
運
動
広
場
地
内

に
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
現
根
雨
保
育
所
と
旧
日
野
保

育
所
は
今
年
度
中
に
解
体
撤
去
す

る
予
定
で
す
。

地
域
整
備
課
よ
り

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
量
を

減
ら
す
た
め
「
生
ゴ
ミ
処
理
機
購

入
補
助
事
業
」
を
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
９
月　

日
に
、
環
境
美

19

化
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
全
町

一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
は
、
今
年
度
で
管

路
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
宅
内

排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
全
戸
加
入
を
目
指

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
事
業
の
対
象
で
な

い
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
積
極
的

に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
よ
り

　

今
年
度
も
体
力
増
進
と
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
町
民
体
育
祭
を
９

月　

日
に
開
く
予
定
に
し
て
い
ま

26
す
。
今
年
度
も
根
雨
・
黒
坂
地
区

と
も
全
地
域
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
地
域
に

な
る
と
、
デ
ー
タ
通
信
速
度
が
高

速
に
な
り
、
大
容
量
の
デ
ー
タ
や

動
画
配
信
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
環
境
が
よ
り
快
適
に
な
り
ま
す
。

　

希
望
者
が
２
０
０
件
以
上
（
翌

年
に
１
０
０
件
以
上
）
集
ま
れ
ば
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な

り
ま
す
。（
開
始
は
希
望
者
が
集

ま
っ
た
時
点
か
ら
６
か
月
程
度
後
）

　

こ
の
度
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域

は
、
根
雨
交
換
局
の
エ
リ
ア
の
み

で
、
黒
坂
交
換
局
エ
リ
ア
、
高
尾

の
一
部
、
金
持
、
板
井
原
、
濁
谷
、

秋
縄
、
門
谷
、
三
土
地
区
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
回
線
の
都
合
に
よ
り
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
方
法
】

　

加
入
希
望
の
方
は
、
６
月　

日
30

（
水
）
ま
で
に
役
場
企
画
振
興
課

（
電
話　

‐
０
３
３
２
）
に
申
し

72

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
事
項
】

■
申
込
者
氏
名
■
自
宅
電
話
番
号

■
現
在
加
入
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
名

※
こ
の
度
の
申
込
み
は
、
仮
予
約

で
す
。
後
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
希
望
者

に
説
明
会
を
開
き
、
そ
の
後
本
契

約
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度
自
治
会
長
会
議
を
開
く

16

一つひとつの説明を真剣に聞く自治会長

　

ま
ち
で
は
、
高
速
通
信
網
の
整
備
に
対
応
し
よ
う
と
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
開
始
す
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
加
入
希
望
者

が
２
０
０
件
以
上
集
ま
れ
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
可

能
に
な
り
ま
す
。



　

三
好
雅
美
さ
ん
（
舟
場
・　

歳
）

90

は
、
昭
和　

年
に
町
教
育
委
員
会

38

委
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
平
成

元
年
ま
で　

年
間
委
員
を
努
め
、

26

そ
の
内　

年
間
は
委
員
長
と
し
て

13

教
育
行
政
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

特
に
小
中
学
校
の
統
合
な
ど
教

育
施
設
の
整
備
に
貢
献
。
ま
た
、

町
制　

周
年
を
記
念
し
て
制
定
し

20

た
町
民
憲
章
の
制
定
委
員
長
を
努

め
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
憲
章
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

若
林
朗
さ
ん
（
金
持
・　

歳
）

72

は
、
昭
和　

年
か
ら
現
在
ま
で　

46

32

年
間
、
町
農
業
委
員
会
委
員
に
就

任
。
そ
の
内　

年
間
は
委
員
長
と

16

し
て
農
業
委
員
会
の
円
滑
な
運
営

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
者
の
視
点
に
よ
り
、

農
業
経
営
の
近
代
化
や
合
理
化
、

後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
転
作
目
標
面
積
の
達

成
に
努
力
す
る
と
共
に
、
大
豆
、

白
ね
ぎ
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
転
作

作
物
及
び
和
牛
の
飼
育
に
多
大
の

貢
献
を
し
ま
し
た
。

9 広報ひの

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
好
雅
美
さ
ん
（
舟
場
）、
若
林
朗
さ
ん
（
金
持
）

　

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
社
会
貢
献
し
た
人
た
ち
を
表
彰
す
る
「
春

の
叙
勲
」
が
、
４
月　

日
、
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
日
野
町
か
ら

29

三
好
雅
美
さ
ん
（
舟
場
）
と
若
林
朗
さ
ん
（
金
持
）
の
２
人
が
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
好
さ
ん
は
地
方
教
育
行
政
功
労
、
若
林
さ
ん
は
農
業
振
興
功
労

と
し
て
、
長
年
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
中
学
校
の
統
合
問

題
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
り
、
や
っ
て

こ
れ
た
こ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

を
代
表
し
て
受
賞
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
農
業
発
展
の
た
め
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
特

に
ま
ち
の
特
産
品
開
発
や
農
業
後
継
者
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第２７回日野郡少年野球日野町大会
　

５
月
５
日
、
第　

回
日
野
郡
少
年
野
球
大
会
の
決
勝
戦

27

が
、
日
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
根
雨
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
３
年
ぶ
り
に
同
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
日
野
郡
内
の
少
年
野
球
６
チ
ー
ム
が
参
加
。

５
月
２
日
は
２
回
戦
ま
で
、
５
月
５
日
に
は
、
決
勝
戦
と

３
位
決
定
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
根
雨
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
１
、
２
回
戦
と
も

大
量
得
点
を
重
ね
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
決
勝
戦
に
進
出
し

ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
石
見
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
日
南
町
）

と
対
戦
。
試
合
は
、
両
チ
ー
ム
と
も
無
得
点
の
ま
ま
試
合

は
進
み
、
延
長
７
回
に
２
得
点
を
挙
げ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
の
県
大
会
予

選
も
兼
ね
て
お
り
、
根
雨
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
６
月　
19

日
か
ら
始
ま
る
県
大
会
（
用
瀬
町
）
の
出
場
権
を
手
に
し

ま
し
た
。

１回戦　１４－２溝口ベアーズ（４回コールド）

２回戦　１０－０チロルジュニア江府（３回コールド）

決勝戦　 ２－１石見スポーツ少年団（延長７回）

大
会
記
録

３年ぶりの優勝に喜びの根雨スポーツ少年団のナインたち

若林　朗さん
（金持・７２歳）

三好雅美さん
（舟場・９０歳）



　

蔵
を
活
用
し
た
「
日
本
一
小
さ
な

『
蔵
』
美
術
館
」
が
、
５
月
１
日
、

上
菅
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

美
術
館
１
階
は
一
般
に
開
放
す
る

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
２
階
は
掛
け
軸

や
刀
剣
、
書
状
な
ど
江
戸
時
代
を
中

心
と
し
た
古
美
術
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

開
館
を
記
念
し
て
、
溝
口
町
出
身

の
農
民
画
家
、
故
岡
野
三
郎
さ
ん
の

油
絵　

点
を
展
示
。
春
の
大
山
を
描

12

い
た
作
品
な
ど
は
、
訪
れ
る
人
た
ち

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

蔵
は
、
小
谷
博
徳
さ
ん
（
上
菅
）

の
所
有
で
、
２
階
建
て
の
述
べ
約　
50

平
方
㍍
。
地
域
の
文
化
振
興
の
場
と

し
て
蔵
を
美
術
館
に
改
装
し
よ
う
と
、

小
谷
さ
ん
が
企
画
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
白
壁
や
天
井
の
一
部
が
壊

れ
て
い
ま
し
た
が
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
開
館
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年　

月
か
ら
蔵
の

10

内
装
や
周
辺
環
境
の
整
備
、
油
絵
の

掃
除
な
ど
延
べ　

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

69

ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
館
を
迎
え
、
小
谷
さ
ん
は
「
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
こ
こ

ま
で
こ
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
術
館
を

ジ
ゲ
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
四
季
を
通
じ
て
年
４
回
、

１
週
間
程
度
無
料
開
館
す
る
予
定
で
、

希
望
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
開
館
さ
れ

ま
す
。

10広報ひの

　

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

５
月
５
日
、
交
通
安
全
県
境
テ
ン
ト

村
が
、
新
見
千
屋
温
泉
入
口
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鳥
取
・
岡
山
県
の
交

通
安
全
関
係
者
約　

人
が
参
加
し
、

70

行
楽
に
出
か
け
る
通
行
車
両
に
手
作

り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
事
故
の
な
い
よ
う
に
」
な
ど
と
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ン
ト
村
は
、
明
地
峠
が
鳥

取
県
と
岡
山
県
の
県
境
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
鳥
取
県
交
通
安
全
協
会
黒
坂

支
部
と
新
見
交
通
安
全
協
会
千
屋
支

部
が
交
通
安
全
を
願
っ
て
企
画
。
春

と
秋
に
岡
山
県
側
と
鳥
取
県
側
（
明

地
峠
）
で
交
互
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

蔵
を
改
装
し
て
美
術
館
に
変
身

　
　
　
　

日
本
一
小
さ
な
「
蔵
」
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転

　
　
　
   　

新
見
千
屋
で
交
通
安
全

ン
ト
村
が
開
設

雄大な春の大山に見入る来場者

テープカットし開館を祝う関係者

ドライバーに事故防止を呼びかける



　

４
月　

日
、
わ
か
と
り
作
業

21

所
日
野
分
場
の
利
用
者
た
ち

が
、
根
雨
駅
前
ひ
ろ
ば
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
分
場
の
職
員
、
林
原
さ
ん

は
「
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で

き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。　

　

同
分
場
で
は
、
積
極
的
に
地

域
に
出
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

男
女
が
共
に
輝
け
る
社
会
を

目
指
そ
う
と
、
４
月　

日
、
日

25

野
郡
男
女
共
同
参
画
連
絡
会
が

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
日
野

総
合
事
務
所
で
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
女
性
政
治
を
専
門

と
す
る
市
川
房
江
記
念
会
常
務

理
事
の
山
口
み
つ
子
さ
ん
。

「
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
男

女
が
共
に
考
え
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手

で
造
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

日
野
郡
男
女
共
同
参
画
連
絡

会
は
、
昨
年
２
月
に
日
野
郡
４

町
の
関
係
団
体
が
広
域
で
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

そ
う
と
結
成
し
た
も
の
で
、
講

演
会
の
前
に
は
総
会
が
あ
り
、

会
長
に
佐
々
木
周
子
さ
ん
（
根

雨
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

11 広報ひの

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
お
互
い
の
親

睦
を
図
ろ
う
と
、
４
月　

日
、
お
し

23

ど
り
学
園
の
開
講
式
が
町
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
学
園
は
、
町
内
の
お
お
む
ね　
60

歳
以
上
の
人
が
対
象
で
、
今
年
度
は

　

人
が
参
加
。
開
講
式
で
は
、
学
園

94生
を
代
表
し
て
、
松
原
和
幸
さ
ん

（
津
地
）
が
「
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
、

学
園
生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
同
会
場
で
懇
親
会
が
開

か
れ
、
食
事
を
し
な
が
ら
お
互
い
の

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

同
学
園
は
年
間　

回
開
講
さ
れ
、

10

午
前
中
に
生
活
課
題
や
社
会
問
題
な

ど
に
関
す
る
講
座
が
あ
り
、
年
金
や

市
町
村
合
併
問
題
、
介
護
保
険
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
生
花
や
手
芸
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
各
自
希
望
し

た
中
か
ら
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

知
識
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
と
絵
手
紙

の
講
座
が
増
え
、
学
園
生
は
「
新
し

い
分
野
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

      
日
野
郡
男
女
共
同
参
画
連
絡
会
が
講
演
会
を
開
く

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

根雨駅前ひろばをきれいに

  　
　
　

今
年
は　

人
が
参
加
「
お
し
ど
り
学
園
開
講
式
」

94

学ぶ気持ちを誓う学園生たち

「男女共同参画はまちづくり」と山口さん

楽
し
み
な
が
ら
１
年
間
学
ぼ
う

　　　　　わかとり作業所日野分場がボランティア

　　ゴミ拾いに汗を流す

　

日
野
高
校
の
生
徒
が
出
店
す
る
毎
年
大

好
評
の
「
日
野
高
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
土
曜
市
」
が
、
５
月
８
日
、
根
雨
宿
一

番
館
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
豆
腐
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
花
の

苗
な
ど
を
販
売
。
開
店
と
同
時
に
多
く
の

買
い
物
客
が
訪

れ
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

は
、
毎
月
１
回
、

第
２
土
曜
日

（　

月
ま
で
）

11
に
同
館
で
開
か

れ
ま
す
。

高
校
生
が
店
を
開
く

 
日
野
高
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

地域社会で接客を学ぶ高校生
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　４月４日、奥渡・真住地区出身者が集まる毎年

恒例の第３２回奥渡交流花見会を開きました。

　大阪城公園の桜は満開でしたが、当日は肌寒

く雨が降っていました。

　懇親会が開ける状態でなく困っていた時、白

山ご夫妻（大阪市鶴見区）が「自宅で懇親会を

しましょう」と提案。さっそくお言葉に甘え、白

山さん宅で宴席を設けさせていただきました。

　宴席では、思い思いのできごとや田舎料理の

話で盛り上がり、調理方法の伝授もありました。

　今年は、舟場出身の佐々木暢子さんが参加。

そして白山さんのおばあちゃんの笑顔で、参加

者は気が休まるひとときを過ごしました。　　

　　　　　　　　文＝木山久嘉（兵庫県三田市）

　　　　　　　日野町出身者の方など関西地区
　　　　　　在住者で構成されている「ひの郷
会」の木山久嘉さん（兵庫県三田市）から便りが
届きました。紹介します。

故郷の話などで盛り上がる参加者

皆さんからのお便りお待ちしています。
　　　　　　　　役場企画振興課まで

　

７
月　

日
、
鵜
の
池
湖
畔
（
標

25

高
４
０
０
㍍
）
で
、
第　

回
中
国

27

山
地
日
野
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
き
ま
す
。

　

現
在
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
７
月　

日
（
日
）

25

　

※
雨
天
決
行

【
と
こ
ろ
】
鵜
の
池
湖
畔

【
ス
タ
ー
ト
】
午
前　

時　

分

10

30

【
参
加
料
】
一
般　

２
０
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

　
　

Ｓ
ク
ラ
ス　
　
　

５
０
０
円

当
日
は
、
Ｓ
ク
ラ
ス
の
み
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
が
、
参
加
賞

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
内
容
】
各
ク
ラ
ス
（
上
記
表
）

に
分
か
れ
て
タ
イ
ム
を
競
い
、

上
位
入
賞
者
を
表
彰
し
ま
す
。

た
だ
し
、
Ｓ
ク
ラ
ス
は
表
彰
、

順
位
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
】
申
し
込
み
用
紙
に
参

加
料
を
添
え
て
教
育
委
員
会
ま

た
は
町
公
民
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
用
紙
、
大
会
要
項
は
、

教
育
委
員
会
、
町
公
民
館
、
図

書
館
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
み
期
限
】
６
月　

日
（
金
）

25

　

当
日
消
印
有
効

【
問
合
せ
先
】
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン

　

大
会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

　
　
　
　

電
話　
　

‐
２
１
０
７

72

距 離区     分クラス距 離区     分クラス

 ２.３㌔
 小学生男子
（４年生以上）

Ｈ ２.３㌔
 小学生女子
（４年生以上）

Ａ

 ４.６㌔ 中学生男子Ｉ ２.３㌔ 中学生女子Ｂ

 ６.９㌔ 高校生男子Ｊ ４.６㌔ 高校生女子Ｃ

 ６.９㌔ ２０歳代男子Ｋ ２.３㌔ ４０歳代女子Ｄ

 ６.９㌔ ３０歳代男子Ｌ ２.３㌔ ５０歳代女子Ｅ

 ６.９㌔ ４０歳代男子Ｍ ２.３㌔ ６０歳以上女子Ｆ

 ６.９㌔ ５０歳代男子Ｎ ４.６㌔ 年齢制限なしＧ

 ４.６㌔ ６０歳代男子Ｏ

 ４.６㌔ ７０歳以上男子Ｐ

 だれでも参加できます（順位なし） ２.３㌔ 男女フリーＳ

鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

クラス一覧表
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特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
有

効
期
限
（
６
月　

日
ま
で
）
が
近

30

づ
い
て
き
ま
し
た
。
７
月
１
日
か

ら
は
新
し
い
受
給
資
格
証
に
変
わ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
更
新
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
い
。

【
更
新
の
必
要
な
方
】

▽
身
体
障
害
者
１
級
、
２
級
▽
重

度
知
的
障
害
者
▽
精
神
障
害
者
▽

ひ
と
り
親
家
庭
（
平
成　

年
中
の

15

所
得
課
税
者
を
除
く
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
除
き
ま
す

【
更
新
日
及
び
会
場
】

　

根
雨
地
区
＝
役
場
健
康
福
祉
課

　

６
月　

日
（
火
）

29

　

黒
坂
地
区
＝
黒
坂
支
所

　

６
月　

日
（
水
）

30

【
時
間
】　

２
日
間
と
も
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
更
新
に
必
要
な
も
の
】

保
険
証
、
印
鑑
、
現
在
の
受
給

資
格
証

【
問
合
せ
先
】
役
場
健
康
福
祉
課

　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
４
）

72

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
全
国
に
は
約
１
万

４
千
人
の
人
権
擁
護
委
員
（
日
野

町
で
は
３
人
）
が
各
市
町
村
な
ど

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が
人

権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

５
月　

日
か
ら　

日
ま
で
は
、

17

23

春
季
行
政
相
談
強
化
週
間
で
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

や
要
望
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
野
町
で
は
、
景
山
享
弘
さ
ん

（
三
谷
）
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
毎
月
１
回
、
行
政
相
談

を
開
い
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】
景
山
享
弘
さ
ん

　
　

（
自
宅
電
話　

‐
０
２
９
２
）

72

注意報・警報に注意

テレビやラジオ、防災無線などで伝えられる情

報や警報に注意し、さらに台風や豪雨など気象

の変化に関心を持つようにしましょう。

土砂災害の多くは雨が原因で起こります。１時

間に 20㍉以上、または降り始めから 100㍉以上

になったら要注意です。

危険な所はないか確認

大雨や台風があった時、自宅の周辺は安全です

か。近くの川も洪水やがけ崩れなどの危険はあ

りませんか。家の周りや近所を見回して、危険

な所はないか、確認しておきましょう。

危険区域図は、日野総合事務所県土整備局や役

場地域整備課で確認することができます。

災害が起こる前には危険信号が

土砂災害などが起きる場合には、次のような危

険信号と思われる変化が現れます。

地すべり

・沢や井戸の水が濁る

・地面にひび割れが出きる

・斜面から水がふき出す

・家や樹木、電柱が傾く

がけ崩れ

・がけに割れ目が見える

・がけから水がわき出る

・がけから小石が「バラバラ」と落ちてくる

・がけから木の根が切れるなどの音がする

土石流

・山鳴りがする

・急に川の流れが濁り、流木が混ざる

・雨が降り続いているのに川の水位が下がる

・腐った土の臭いがする

連絡先　日野総合事務所県土整備局（電話 72-

0321）または役場（電話 72-0331）

梅雨期や台風の時には局地的な集中豪雨が発
生しやすく、洪水や土砂災害などによる大き
な被害をもたらします。
日ごろから、家の周りや地域の危険箇所を確
認し、家族や地域で安全対策を話し合ってお
きましょう。

　これからの季節、大雨・台風に注意

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

困
り
ご
と
は
行
政
相
談
へ

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

６
月
１
日
現
在
で
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計

調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
の
３
つ
の
統
計
調
査
を
全

国
一
斉
に
同
時
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
、
全
国
す
べ
て
の
民
営
の
事
業
所
で
す
。

　

５
月
下
旬
に
統
計
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に

町
内
の
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
企
画
振
興
課
（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

72



　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
普

及
啓
発
の
一
つ
と
し
て
、
鳥
取

県
で
開
か
れ
る
「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
環
境
会
議
（
エ
コ
ア
ジ
ア
）

２
０
０
４
」
に
併
せ
て
、
鳥
取
県

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

１
年
の
中
で
太
陽
が
長
く
見

ら
れ
る
夏
至
の
こ
ろ
に
、
だ
れ

で
も
で
き
る
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
行
動
と
し
て
、
全
国
一
斉
に

電
気
を
消
す
と
と
も
に
、
い
つ

も
と
違
っ
た
灯
の
下
で
環
境
や

平
和
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
―
。

　

町
内
で
は
、
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
な
ど
と
共
に
「
廃
油
を

使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」
を

行
い
ま
す
。

日
時　

６
月　

日
（
日
）

13

　
　
　

午
後
１
時　

分
～

30

場
所　

図
書
館
車
庫

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
出
し
方

　

４
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
が
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
取
り
扱
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
日
野
町
で
は
、

小
売
店
等
で
引
き
取
っ
て
も
ら

え
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
年
２

回
（
６
月　

日
と　

月
５
日
）

22

10

の
回
収
日
を
設
け
ま
し
た
。

日
時　

６
月　

日
（
火
）

22

▽
黒
坂
支
所
前

　

午
前　

時
～
午
前　

時　

分

10

10

30

▽
役
場
前

　

午
前　

時
～
午
前　

時　

分

11

11

30

※
あ
ら
か
じ
め
リ
サ
イ
ク
ル
料

を
郵
便
局
に
振
込
ん
で
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

運
搬
料
金
１
０
０
０
円
は
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
の
回
収
を
希
望
す
る
方

は
地
域
整
備
課
（
電
話　

‐
２

72

１
０
１
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

14広報ひの 14広報ひの

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

〇印が休館日です

図書館情報

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

カレンダー

展示コーナー

めざそう循環型社会

電気を消してスローな夜を

廃油でキャンドルを作ろう

連載

　定休日のほか６月は図書整理
のため、特別に 17 日から 21 日の
間休館します。

町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

水墨画「老松」植木正枝さん作

　

日
野
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
（
植
木
正
枝
会
長
、　

団
体
の
内　

団

27

11

体
出
展
）
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
と
お
互
い
の
親
睦
を
図
る
た

め
、
文
化
展
を
開
き
ま
す
。
展
示
作
品
は
力
作
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
　

５
月　

日
（
金
）
～
５
月　

日
（
日
）

28

30

■
と
こ
ろ　

日
野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
時
間　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
出
展
団
体
紹
介
】

　

・
黒
坂
書
道
グ
ル
ー
プ

　

・
写
友
会
ひ
の

　

・
平
野
流
ち
ぎ
り
絵

　

・
日
野
町
陶
芸
グ
ル
ー
プ

　

・
日
野
町
墨
彩
会

　

・
古
澤
社
中
（
書
道
）

　

・
皓
墨
会
（
水
墨
）

　

・
日
野
町
俳
句
同
好
会

　

・
日
野
町
国
際
交
流
協
会

　

・
日
野
町
生
花
の
会

　

・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
同
好
会

図書館おはなし会
６月 26 日（土）午前 11 時～

題名「海岸通り」組み写真

６月２日（水）～６月 26 日（土）

　デジタルカメラで撮影した

作品です。

文
化
の
華
開
き
、
交
流
の
輪
が
広
が
る



 基本健康診査、結核・肺がん検診　 町公民館月 １４
火 １５ さつきまつり　開発センター（３日まで）

 午前 10 時～午後６時火 １
 発泡・蛍光管の収集日（４班）水 １６ 基本健康診査、結核・肺がん検診

 金持公民館、板井原公民館、奥渡公民館

 発泡・蛍光管の収集日（５班）木 １７ さつきまつり　開発センター
 午前８時３０分～午後６時水 ２

 発泡・蛍光管の収集日（６班）金 １８ 基本健康診査、結核・肺がん検診
 久住集会所、町公民館

 胃がん・大腸がん・基本・結核・肺がん検診
 老人憩いの家　午前８時～午前９時３０分

 年金相談　開発センター　午前 10 時～午後２時木 ３
 基本健康診査、結核・肺がん検診　 開発センター
 午後１時～午後２時

 さつきまつり　開発センター
 午前８時３０分～午後３時

土 １９ 乳・甲状腺がん、子宮がん、骨粗鬆症検診
 日野病院

金 ４
日 ２０ 土 ５

 古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月 ２１日 ６
 健康相談　開発センター　午前９時～午前１０時 不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）月 ７
 冷蔵庫・冷凍庫回収日（ 役場前・黒坂支所前）火 ２２ 心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　

 開発センター・ 老人福祉センター　午前９時～午後３時

 発泡・蛍光管の収集日（７班）水 ２３ 人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

 成分献血　開発センター前
 受付＝午前９時～午後３時

 健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

 発泡・蛍光管の収集日（８班）木 ２４ 犬の登録・狂犬病予防接種　開発センター前
 午後２時５０分～午後３時３０分

 不要犬・猫引取り日　日野保健所
 乳幼児相談　開発センター
 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分

火 ８
 発泡・蛍光管の収集日（９班）金 ２５ 発泡・蛍光管の収集日（１班）水 ９
 １歳６か月、２歳児健診　開発センター
 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分

 発泡・蛍光管の収集日（２班）木 １０
 行政相談　開発センター　午前９時～午前１２時土 ２６ 不要犬・猫引取り日　日野保健所

 田淵行男作品展　開発センター（最終日）
 午前９時～午前 12 時　入場無料

 発泡・蛍光管の収集日（３班）金 １１
 日野川清流王友釣大会　日野川
 リバーサイドひの付近　午前７時（競技開始）

日 ２７ 胃がん・大腸がん・基本・結核・肺がん検診
 菅福公会堂　午前８時～午前９時３０分

 古紙の収集日（根雨・日野地区）月 ２８ 基本健康診査、結核・肺がん検診
 町公民館　午後１時～午後２時

 すくすく親子教室　開発センター
 午前９時 30 分～　内容＝絵本の読み聞かせ

 乳・甲状腺がん、子宮がん、骨粗鬆症検診
 日野病院

火 ２９土 １２
 町県民税１期分納期限水 ３０ 田淵行男作品展　開発センター（２６日まで）

 午前９時～午後５時３０分　入場無料
日 １３

 基本健康診査、結核・肺がん検診　 開発センター 不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月 １４

ＪＵＮＥ（水無月）

72‐0334健康福祉課72‐0333住民ふれあい課72‐0332企画振興課72‐0331総務課
72‐2105出納室74‐0211黒坂支所72‐2102農林課72‐2101地域整備課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所74‐0212公民館72‐2555福祉センター72‐1167給食センター
72‐0331夜間・休日74‐0225黒坂保育所72‐1133日野保育所72‐0238根雨保育所

直
通
電
話

15 広報ひの
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発
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野
町
役
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 鳥
取
県
日
野
郡
日
野
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根
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興
課
■
印
刷
  株
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会
社
高
下
印
刷

16広報ひの

届
出　

４
月　

日
～
５
月　

日   
敬
称
略

11

10

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

４
月

中
原　

楓　
　
    
淳
・
美
智
子　

女
の
子　

下
榎

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

４
月

中
原　

茂　
　
　
　

歳　
　

下
榎

61

松
本　

福
衛　
　
　

歳　
　

秋
縄

60

太
田　

義
實　
　
　

歳　
　

中
菅

76

太
田　

一
枝　
　
　

歳　
　

根
雨

87

５
月

松
原
キ
ミ
ヨ　
　
　

歳　
　

野
田

90

松
本　

松
次　
　
　

歳　
　

門
谷

81

西
村　

は
な　
　
　

歳　
　

下
榎

94

國
司
田
を
こ
う　
　

歳　
　

根
雨

93

　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
４
月
末
に

「
マ
ガ
モ
の
ヒ
ナ
９
羽
発
見
。
か

わ
い
か
っ
た
」
と
い
う
情
報
が
届

き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
外
敵
に
襲
わ

れ
な
い
で
育
ち
ま
す
よ
う
に
―
。

　

と
こ
ろ
で
こ
こ
１
か
月
、
オ
シ

ド
リ
に
も
期
待
を
か
け
て
見
守
り

が
続
き
ま
す
。
た
だ
い
ま
日
野
鳥

民
（
留
鳥
）　

羽
。
オ
ス
は
ま
だ

30

立
派
な
イ
チ
ョ
ウ
羽
を
持
っ
て
い

ま
す
。

連
絡
先   
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
   

森
田
（　

‐
０
２
７
１
）

72

「ドングリみーつけた」撮影　徳本真樹さん（吹田市）

編
集
後
記
▼

　

留
鳥　

羽
30

たしの町

人口　4,425 人（± 0）

男性　2,086 人（+5）

女性　2,339 人（-5）

世帯　1,562 戸（+6）

（前月比）

　

黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、

４
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で
「
こ
い

29

12

の
ぼ
り
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
公
園
管
理
委
員
会
が
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
企
画
。
各

家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
「
こ
い
の
ぼ
り
」

は
、
風
に
吹
か
れ
元
気
に
大
空
を
泳
い

で
い
ま
し
た
。

４月３０日現在

ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
滝
山
公
園

元気に泳ぐ色とりどりのこいのぼり

　

桜
・
ツ
ツ
ジ
の
名
所
「
滝
山
公
園
」
で
、
４
月　
17

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
、

ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
が
開
か

れ
、
多
く
の
花
見
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
よ
り

約
２
週
間
ほ
ど
早
く
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
公
園
内

の
ダ
イ
セ
ン
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
と
遅
咲
き
の
桜

「
八
重
桜
」
が
咲
き
乱

れ
、
山
全
体
を
ピ
ン
ク

色
に
染
め
花
見
客
も
そ

の
景
色
に
う
っ
と
り
し

て
い
ま
し
た
。

カ
ワ
コ
公
園
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」

美しく咲いたツツジの下で花見を楽しむ


